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を示 した . しか し E l サ ブユ ニ ッ ト欠損 マ ウ ス は ,

臨床濃度 で N M D A 受容体に作用 しな い と考 えら

れる ペ ン トパ ル ビ タ ー ル に対 して も同様に低 い感

受性を示 し た . E l サ ブユ ニ ッ ト欠損 マ ウ ス は ,

モ ノ ア ミ ン系の機能冗進による運動性の克進が認

め られ る こ と が報告されて い る . した が っ て , こ

う した E･ 1 サ ブユ ニ ッ ト欠損に伴う二次 的脳機能

変化によ っ て , ケタ ミ ンや ベ ン ト パ ル ビタ
ー ル に

対 する感受性の低下をきた した可能性が考えられ

る.
これらの 結果か らノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス に よ っ

て麻酔標的を検索する場合, 必ずしもその 解釈が

容易 でない こ とが示唆された .

10　脊髄後角におけるイソフルレン作用機序の電

気生理学的及び形態学的検討
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近年脊髄が吸入麻酔薬の 重要な作用部位で ある

こ と が示唆された . 成熟ラ ッ ト脊髄ス ライス 標本

で ホ
ー ル セ ル バ ッ チ クラ ン プ法を用い て , イ ソ フ

ル レ ン の 脊髄後角第 Ⅰ層で の 作用を調 べ ると共に

形態学的検討も加 えた . その 結果イ ソ フ ル レ ン は

脊髄後角に おい て後根刺激により誘発される多シ

ナ プス生興奮性シ ナ プス 後電流を抑制 した . こ の

作 用機序の
一

つ と して シ ナ プ ス 後膜に 存在する

G A B A A 受容体 に作用 し, G A B A 抑制系 を増強す

る こ とが考え られた . しか し後根を C 線推強度で

刺激 し た後固定 し, 免疫組織学的方 法によ っ て

M A P K 発現陽性細胞を染色 した結果, 1 M A C 強の

イ ソ フ ル レ ン は M A P K 発現 を抑制 し なか っ た .

臨床濃度 の イ ソ フ ル レ ン の 抗侵害作用 は弱 い こ と

が推察され た .

11　三叉神経における痛み反射の生後発達に関す

る研 究
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専攻
*

催炎性物質の マ ス タ
ー

ドオイ ル をラ ッ トの 顎関

節に注射すると, 反射性に顎二腹筋の 筋活動 が増

加 し, 引き続い て塩酸ナ ロ キソ ン を静脈内投与す

る とそ の筋活動 は再び増加する こ と が知られて い

る .
こ の注射直後の 反応は侵害刺激反射を, ナ ロ

キ ソ ン によ る反応 は延髄後角細胞 の 持続性興奮を

示すと考えられて い る . 本反応を 4 週以降の異な

る適齢で 比較 した と ころ, 4 週で は半対側の 反射

と ナロ キ ソ ン誘発反応 はともにみ られず, その 後

発達 した . そ こ で 4 週で去勢 し 8 週 に成長 した も

の で本反応 を行うと, 反対側で の 反応 は生 じなか

っ た . 去勢後テ ス トス テ ロ ン を注射すると反対側

で の 反応 は 8 週で回復した .

一

方 , ナ ロ キ ソ ン に

よる効果は去勢の 有無 に関係なく 4 週以降に発達

した .

した が っ て 三叉神経系に おける両側性の 侵害刺

激反射は 4 週以降に発達する が, これ には性ホ ル

モ ンの 影響を受ける .

一

方, 中枢の 興奮性は こ れ

と関係なく 4 週以降に発達する こ と がわか っ た .

1 2 　硬膜外腔の癒着が疼病の原因と考えられた腰

椎手術後の一症例
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腰椎椎間板 ヘ ル ニ ア術後も痔痛が徐々 に増強し

たが
,
ミ ュ ロ C T

,
M RI 上で は ヘ ル ニ アの 再発, 癒

着性ク モ 膜炎の 所見は認 め られな か っ た た め, 手

術適応 はな い と考えられた . 仙骨硬膜外ブロ ッ ク

を施行 したと ころ, 再現性痔痛を認め た . 硬膜外

腔の癒着の存在が疑われ, 硬膜外造影を施行, 追

影剤は L 5 椎体間より も上方 へ は広 が らず, 神経




